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小島隆生, 植松高史, 岸田悠吾, 齋藤 清. 脳底動脈閉塞の合併が疑われた椎骨動脈高度狭窄の1例. 脳血管内

治療ブラッシュアップセミナー2017; 20170709; 神戸. 
 
小島隆生, 岸田悠吾, 新帯一憲, 齋藤 清. 顔面静脈穿刺にて経静脈的塞栓術を行った海綿静脈洞部硬膜動静脈

瘻. 第33回NPO法人日本脳神経血管内治療学会学術総会; 20171123; 東京. 
 
小島隆生, 植松高史, 川上 裕, 安井敬三, 齋藤 清. 発症時間が不明確な脳主幹動脈急性閉塞に対する経皮的
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佐久間潤, 齋藤 清. 脳疾患センター開設と脳血管障害診療について. 第22回福島脳血管障害治療研究会; 
20170617; 郡山. 
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